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１．はじめに  

 点検・調査⇒分析・評価⇒補修計画策定⇒補修のインフラ管

理の業務フローを支える各種データをネクスコ東日本グルー

プでは、「点検管理システム」で管理している。適切なインフ

ラ管理を行うためには、図-１に示す通り、各業務フロー及び

そのフローに含まれる各種業務に必要なデータを漏れなく一

元的に管理し、システム機能要件と業務フローを結び付け、効

率的な維持管理サイクルを回す基盤となるシステム構築を行

うことが重要である。 

本論文は、上記を踏まえ、「次世代を見据えた新点検管理シ

ステムの機能要件デザイン」について報告するもの。 

 

２．現行点検管理システムの問題点 

 前述した点検管理システムを実現するためには、表-

１に示す問題点がある。この他にも各業務フローで多く

の問題点があり、点検管理システムを基盤とした維持管

理サイクルを回す上で支障が生じている。 

 

 

３．点検管理システムの目指す姿  

 表-１に示す現行シス

テムの問題点を解決し、

図-１の業務フローを実

現するために図-２に点

検管理システムが目指

す基本構想を示す。「Ⅰ

点検データの確実な記

録」「Ⅱ維持管理サイク

ルのマネジメント強化」

「Ⅲナレッジの蓄積と

継承」の３テーマを掲げ

テーマごとに主要論点

を整理し、点検管理シス

テムで目指す具体のシ

ステム要件を検討した。 
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図-１ 新点検管理システムと業務フロー 

表-１ 現行点検管理システムの問題点 

図-２ 新点検管理システムの基本構想 

VI-400 令和2年度土木学会全国大会第75回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-400 -



４．新点検管理システムの機能要件具体例 

 図-２に示す論点の中で、（５）リスクの特定・通知、（６）評価・分析サイクルの標準化、（１０）変状判定

の半自動化の各論点について具体に検討した機能要件の例を以下に示す。 

（５）リスクの特定・通知-第三者等被害のリスク通知 

第三者等被害リスクへの特定・通知機能として、

高速道路に関連する過去の第三者等被害事例をデ

ータベース化し、被害事例と点検の記録を紐付け

て登録することで、被害事例に類似する変状概要、

構造形式等が発見された場合に点検時、会議時に

被害事例を参照できる仕組みを検討した。（図-３）

類似事例を参照し、第三者等被害事例を点検員へ

可視化することで、第三者等被害を未然に防止す

る仕組みを構築したい。（※第三者等被害とは、構

造物等を構成する部材の一部落下やポットホール

等により、第三者等に対して人的・物的被害或い

は道路障害等を与えること。） 

（６）評価・分析サイクルの標準化-各種ツールとの連携 

 損傷情報等の多面的な分析のために Business 

Intelligence（以下「BI」）ツールを活用した保全

計画会議を実施している。保全計画会議とは、変

状の判定、補修の予実管理等が適切に実施できて

いるか確認を行う会議で、全事務所を対象に１回/

月の頻度で実施している。会議は、BI ツールを活

用し、点検管理システムに蓄積された情報をスピ

ーディーかつグラフィカルに表示し、画面を確認

しながらその場で分析の視点を様々に変化させな

がら損傷の発生傾向等を確認している。また確認

する標準様式（図-４）を全事務所統一することで

評価・分析サイクルの標準化を図った。 

このように各種ツールと点検管理システムを円滑に連動させることで点検データを基軸とした効率的な維持

管理サイクルを回すこととした。 

（１０）変状判定の半自動化-AI による類似画像検索 

 変状判定の半自動化に向けて AI による類似画像検索を行い、類似画像から変状判定の推定を行うことで現

地の点検員を支援する機能を検討した。点検員が撮影した変状写真に対して、画像特徴量（形、色等）から類

似する変状写真を自動検索し、類似画像の点検情報と比較することで点検員の変状判定支援を行う。検討イメ

ージを図-５に示す。 

 

５．まとめ 

具体例は検討した機能要件の一部分である。新点検管理システムでは、点検・調査⇒分析・評価⇒補修計画

策定⇒補修のインフラ管理の業務フローを支える各種データを漏れなく一元的に管理し、点検データを基軸と

したインフラマネジメントを実現し、点検業務全体の効率化・省力化を図っている。 

主画像 

類似画像 

主画像 

類似画像 

図-３ リスクの特定・通知 

図-４ BI ツール標準様式 

図-５ AI による類似画像検索（イメージ） 
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